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夏
の
風
物
詩

　
花
火
大
会

　
綱
木
地
区
に
４
０
０
年
以
上
前

か
ら
伝
わ
る
お
盆
の
伝
統
芸
能

で
、
先
祖
を
供
養
し
五
穀
豊
穣
を

祈
る
綱
木
獅
子
踊
り
が
行
わ
れ
、

地
区
内
の
円
照
寺
跡
地
に
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。

　
３
頭
の
獅
子
に
扮
し
た
踊
り
手

が
、
笛
や
太
鼓
の
音
色
に
合
わ
せ

て
力
強
い
舞
を
披
露
。
会
場
は
、

厳
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。

　
現
在
も
、
住
民
や
有
志
な
ど
が

綱
木
獅
子
踊
り
保
存
会
を
組
織

し
、伝
統
を
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
特
産
品
で
あ
る
米
沢
牛

を
味
わ
う
米
沢
牛
肉
ま
つ
り
が
、

松
川
河
川
敷
を
会
場
に
４
年
ぶ
り

に
通
常
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
特
設
テ
ン
ト
に
備

え
付
け
ら
れ
た
七
輪
を
囲
ん
で
最

高
級
米
沢
牛
の
す
き
焼
き
に
舌
鼓

を
打
ち
、
夏
の
特
別
な
体
験
を
肌

で
感
じ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　
当
日
は
約
６
５
０
人
が
来
場
。

暑
い
ほ
ど
の
晴
天
に
恵
ま
れ
た
会

場
は
、
終
始
賑
や
か
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
去
る
７
月
29
日
、
米
沢
の

夏
の
風
物
詩
の
ひ
と
つ
で
も

あ
る
花
火
大
会
を
4
年
ぶ
り

に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
多
く
の
皆
様
か
ら「
花

火
大
会
が
な
く
な
っ
て
淋
し

い
」「
米
沢
の
空
に
ま
た
花
火

を
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て

お
り
、
こ
れ
か
ら
は
元
気
な

米
沢
を
取
り
戻
し
て
い
か
な

け
れ
ば
と
の
想
い
か
ら
開
催

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　
米
沢
で
は
、
春
の
米
沢
上

杉
ま
つ
り
、
夏
の
よ
ね
ざ
わ

夏
ま
つ
り
、
な
せ
ば
な
る
秋

ま
つ
り
、
上
杉
雪
灯
篭
ま
つ

り
な
ど
の
四
季
の
ま
つ
り
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
の

第
１
回
よ
ね
ざ
わ
大
花
火
大

会
も
米
沢
四
季
の
ま
つ
り
委

員
会
が
主
催
で
検
討
を
重
ね
、

多
く
の
企
業
や
団
体
か
ら
ご

協
賛
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
お

し
ょ
う
し
な
観
光
大
使
を
務

め
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

横
浜
市
の
近
野
様
か
ら
も
ご

支
援
を
賜
り
、
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

翌
日
の
早
朝
か
ら
米
沢
商
工

会
議
所
環
境
サ
ー
ビ
ス
部
会

の
方
々
が
会
場
清
掃
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
開
催
後
、「
や
っ
ぱ
り
夏
は

花
火
だ
な
ぁ
」「
迫
力
が
あ
っ

て
良
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想

を
い
た
だ
き
、
来
年
の
開
催

に
向
け
て
弾
み
が
つ
き
ま
し

た
。
今
回
の
反
省
点
も
踏
ま

え
て
よ
く
検
討
を
重
ね
、
今

後
は
市
民
も
参
加
で
き
る
花

火
大
会
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
こ
の
花
火
大

会
を
米
沢
の
夏
の
夜
空
を
彩

る
風
物
詩
に
し
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

　
英
会
話
力
の
向
上
を
目
的
と
す

る
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
デ
イ
キ
ャ

ン
プ
が
、
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
で
き
る
だ
け
日
本
語

を
話
さ
ず
英
語
で
話
す
と
い
う

ル
ー
ル
の
も
と
、
お
す
す
め
の
本

を
プ
レ
ゼ
ン
す
る
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト

ル
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
苦
戦
し
な
が
ら
も
、

市
内
在
住
の
外
国
人
や
、
外
国
人

留
学
生
と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い

る
様
子
で
し
た
。

綱
木
獅
子
踊
り

３
頭
の
獅
子
が

力
強
く
舞
う

第
41
回 

米
沢
牛
肉
ま
つ
り

七
輪
を
囲
ん
で

米
沢
牛
を
食
す

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
デ
イ
キ
ャ
ン
プ

楽
し
み
な
が
ら

疑
似
留
学
を
体
験
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報報広 クク イイ ズズ

■すこやかちゃん応募先／
米沢市電子申請サービス 検　索

➊ロバ　➋ヤギ　➌ウマ
■応募締切／９月 15日㈮※当日消印有効
■�応募方法／はがきまたはインターネット（米沢市電子
申請サービス）にクイズの答え、住所、氏名、年齢、
電話番号、広報の感想を書いてお送りください。電子
申請サービスにアクセスするには、二次元
コードを読み取るか、検索してください。
手続名は「広報クイズ」です。

■�宛先／〒 992-8501 米沢市金池５丁目	
2-25 秘書広報課広報広聴担当

　認知症サポーターキャラバンのマスコットの
名前は「○○隊長」。○○に入る動物は？
（ヒントは 20 ページにあります）
　正解者５人に紅花セット（帽子・うち
わ・種・ピンバッジ・パンフレット）を
プレゼント！※応募者多数の場合は抽選
（発送をもって当選のご連絡とします）。

えんどう さえかえんどう さえか  ちゃんちゃん

１歳１か月１歳１か月

「まちの話題」で取り上げてほしい写真や情報をお待ちしています。
お気軽にお問い合わせください。■問合せ／秘書広報課広報広聴担当 ☎ 22-5111

　米沢の花火大
会が戻ってき
た！ということ
で初めて打上花
火の撮影に挑戦
しました。今号の２ペー
ジ「まちの話題トピック
ス」に撮影した写真を掲
載しています。
　コロナで制限されて
いたイベントなども通
常開催されたりと、取
材に行く機会も増えて
きたので、良い写真が
撮れるよう日々勉強し
ていきたいと思います。
（松浦）

紅
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
！

　米沢の紅花を活用した新商品開発な
どに使用する乱花・紅餅・若菜を提供
します。
　詳しくは、紅花プロジェクトホーム
ページをご覧ください。
■�提供量／乱花 １申請上限１kg 

紅餅 １申請上限 500 ｇ  
若菜 １申請上限 100 株

■�第1回募集期間／９月４日㈪～15日㈮
※ 応募多数の場合、ご希望の量に沿

えない場合があります。

　個人でも申込みしやすいように担当区
域を例年より縮小して、４月にオーナー
を募集。今年度は８団体から申込みがあ
りました。
　また今年は、初の試みとして紅花ま
つりに「オーナー制度紹介ブース」を設
け、活動内容や実際に咲いた紅花の活用
方法などを紹介しました。

　市内の高校生が紅花染めの職人さんから直接お話を聞き、紅花
の歴史や文化からその貴重さや作業の大変さを学んでいます。
　さらに、紅花の魅力を市内外に発信するため、新商品の開発な
ど新たな取り組みにも挑戦しています。

　市内の小学生が総合的な学習などで紅花について学び、紅花プロ
ジェクトの一環としてスタッフが出前授業も行っています。
　７月の開花時期には、社会科見学として旧関根小学校の体育館
で行っている紅餅づくりを見学・体験しました。

　昨年度から始まった「最上川源流よねざわ紅花プロジェクト」。２年目に入った今年は、市民や
各種団体の自主的な取り組みと連携した紅花活動も増え、さらなる盛り上がりを見せています。

紅花プロジェクトの現
い
在
ま

子どもたちとの関わり×紅花

紅花畑オーナー×紅花

高校生の探究学習×紅花


